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今
年
も
ま
た
、
春
が
来
る
。
春
に
な

る
と
、
わ
く
わ
く
す
る
。
新
入
生
が
来

る
か
ら
で
あ
る
。
今
年
は
ど
ん
な
「
才

能
」
と
出
会
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
私
が
本
格
的
に
弓
道
部
の
指
導
を
始

め
た
の
は
、
前
任
校
に
赴
任
し
て
か
ら

で
あ
る
。
何
も
知
ら
な
い
新
入
生
に
、

弓
道
を
一
か
ら
教
え
る
…
。
自
分
で
す

る
の
と
人
に
教
え
る
の
は
全
く
違
う
、

と
言
う
が
、
そ
れ
は
本
当
だ
っ
た
。
何

を
教
え
て
い
い
の
か
、
分
か
ら
な
い
。

だ
が
、
ひ
と
つ
だ
け
分
か
っ
た
の
は
、

そ
の
射
で
は
中
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
だ
け
。
つ
ま
り
、
完
成
形
を
批
判
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
作
っ
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、

県
内
の
知
っ
て
い
る
先
生
の
所
へ
通
っ

た
。
試
合
の
度
に
聞
い
た
。
そ
う
し
て

少
し
ず
つ
、
指
導
の
形
が
で
き
は
じ
め

た
。
だ
が
、
結
局
、
前
任
校
で
全
国
大

会
に
団
体
で
出
場
し
た
の
は
、
一
回
だ

け
で
あ
っ
た
。

　
西
条
高
校
に
赴
任
し
て
か
ら
も
、
二

年
間
は
勝
て
な
か
っ
た
。
だ
が
、
三
年

目
、
初
め
て
女
子
団
体
が
県
総
体
を
勝

ち
抜
き
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
。

そ
の
時
の
選
手
が
そ
こ
ま
で
強
か
っ
た

の
か
、
と
い
う
と
そ
ん
な
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
の
チ
ー
ム
が
初
め
て
公
式

戦
を
戦
っ
た
時
に
は
、
地
区
予
選
で
敗

退
し
、
県
選
抜
大
会
に
は
出
て
い
な
い
。

た
だ
、
女
子
個
人
で
一
人
だ
け
、
県
大

会
に
出
場
し
て
勝
ち
全
国
大
会
に
行
っ

た
。
彼
女
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
彼

女
は
、
同
学
年
の
中
で
一
番
遅
く
、
弓

道
場
に
上
が
れ
た
人
物
で
あ
る
。
同
学

年
の
部
員
た
ち
が
弓
道
場
に
入
り
、
的

に
向
か
っ
て
矢
を
飛
ば
し
て
い
る
間
、

彼
女
は
ず
っ
と
外
で
練
習
を
し
て
い

た
。
そ
の
彼
女
が
、
個
人
で
全
国
大
会

に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
個
人
で
全
国
大

会
を
経
験
し
た
彼
女
は
「
次
は
団
体
で

来
た
い
。」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
通
り
の
こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
の
で

あ
る
。
私
は
今
ま
で
、
部
員
を
指
導
す

る
時
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
厳
し
く

叱
っ
て
ば
か
り
の
指
導
を
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
勝
ち
方
を
目
の
当
た
り

に
し
た
時
、「
こ
の
子
た
ち
は
す
ご
い
。」

と
思
っ
た
。
こ
ち
ら
が
予
想
さ
え
し
な

い
こ
と
を
や
っ
て
の
け
る
力
を
持
っ
て

い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
国
体
の
少
年
の

監
督
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研
修

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
あ
る
時
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
高
妻

容
一
先
生
の
講
演
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
た
。
私
の
中
で
今
で
も
残
っ
て
い
る

の
は
、「
部
員
た
ち
が
自
主
的
に
居
残

り
練
習
を
始
め
た
時
が
、
夢
を
実
現
す

る
始
ま
り
で
す
。」「
部
員
に
、
今
日
の

練
習
は
楽
し
か
っ
た
な
、
ま
た
明
日
も

練
習
し
た
い
な
、
と
思
わ
せ
る
練
習
の

終
わ
り
方
を
し
な
さ
い
。」
と
い
う
言

葉
で
あ
る
。
私
は
、
自
分
の
高
校
時
代
、

大
学
時
代
、
県
総
体
で
初
め
て
優
勝
し

た
部
員
た
ち
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

て
、
そ
の
通
り
だ
な
、
と
納
得
し
た
。

そ
し
て
、「
試
合
に
勝
つ
」
と
い
う
目

標
を
指
導
者
も
部
員
も
共
通
認
識
と
し

て
持
ち
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
お
互
い
が

努
力
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
あ
り
方

が
、
部
活
動
の
指
導
の
仕
方
な
の
だ
と

思
っ
た
。
そ
し
て
結
局
の
と
こ
ろ
、
試

合
に
勝
て
な
い
の
は
、
部
員
の
せ
い
で

は
な
く
、
指
導
者
の
不
勉
強
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
自
分
の
力
不

足
を
棚
に
上
げ
て
、
部
員
を
叱
る
こ
と

は
も
う
や
め
よ
う
、
と
心
に
誓
っ
た
…

が
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
る
の
は
な

か
な
か
に
難
し
い
。
指
導
者
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
、
道
半
ば
で
あ
る
。

　
弓
道
の
「
才
能
」
は
、「
ど
ん
な
に

し
ん
ど
く
て
も
頑
張
れ
る
力
」
や
「
結

果
が
出
な
く
て
も
腐
ら
ず
に
努
力
し
続

け
ら
れ
る
忍
耐
力
」、「
他
人
の
指
摘
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
素
直
さ
」

だ
と
思
う
。
ま
た
、
新
し
い
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
る
。
新
入
生
た
ち
も
や
っ
て
来

る
。
今
年
は
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
部
員

た
ち
と
出
会
え
る
だ
ろ
う
か
。
ど
れ
ほ

ど
ド
キ
ド
キ
す
る
試
合
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。

弓
道
の
「
才
能
」

�

弓
道
部
顧
問　

立
井　

万
喜
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と
て
も
嬉
し
い
報
告
で
す
。皆
様
方
の
道
前

会
が
、
こ
の
程
、
第
12
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良

団
体
表
彰
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
間
、
道
前
会
が
母
校
の
発
展

を
願
っ
て「
道
前
塾
」の
開
催
、「
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
」の
支
援
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
お
け
る
受
け
入
れ
事
業
所
の
開
拓
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
発
展
に
貢
献
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
て

受
賞
の
栄
に
浴
し
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
は
、
去
る
１
月
18
日
、
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、私
と
東
海
大
学
の
十
亀
昭
人
先
生
が
出
席

し
て
表
彰
状
を
頂
戴
し
ま
し
た
。受
賞
団
体

は
、小
・
中
・
高
校
が
97
団
体
、教
育
委
員
会
12

団
体
、教
育
関
係
団
体
が
10
団
体
で
し
た
が
、

同
窓
会
組
織
で
は
、我
が
道
前
会
が
唯
一
の
受

賞
団
体
で
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」、
私
ど
も

は
、
さ
ほ
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
若
年
層
の
ニ
ー
ト
70
万
人
、
フ
リ
ー
タ
ー

170
万
人
、さ
ら
に
七
・
五
・
三
現
象
と
言
わ
れ
、

中
卒
者
の
７
割
、
高
卒
者
の
５
割
、
大
卒
者
の

３
割
が
就
職
し
て
３
年
以
内
に
離
職
し
て
い

る
現
実
を
前
に
、
文
科
省
が
、
学
校
教
育
と
職

業
生
活
の
円
滑
な
接
続
の
た
め
の
重
要
な
政

策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
も
の
で
し

た
。

　
「
望
ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
及
び
職
業
に

関
す
る
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と

共
に
自
己
の
個
性
を
理
解
し
、主
体
的
に
進
路

を
選
択
す
る
能
力
・
態
度
を
育
て
る
教
育
」の

必
要
性
が
中
央
教
育
審
議
会
で
議
論
さ
れ
た

の
は
、
も
う
10
年
も
前
の
こ
と
で
す
。今
回
の

受
賞
は
、こ
う
し
た
時
代
の
政
策
的
要
請
を
踏

ま
え
、
こ
の
間
の
道
前
会
の
活
動
を「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」へ
の
貢
献
と
し
て
括
り
、
推
薦
調
書

を
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
佐
伯
校
長
先
生
を
始

め
関
係
の
先
生
方
の
ご
配
慮
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
の
こ
と
で
、感
謝
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
道
前
塾
の
立
ち
上
げ
に
際
し
、
二
つ

返
事
で
、し
か
も
手
弁
当
で
ご
出
講
く
だ
さ
っ

た
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
の
永
井
泰
樹
先

生
、
東
大
の
山
路
永
司
先
生
、
物
質
・
材
料
研

究
機
構
や
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
へ
の
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
く
だ

さ
っ
た
原
田
広
史
先
生
、
十
亀
昭
人
先
生
、
そ

し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ
た
多
く
の
道

前
会
員
の
皆
様
に
は
、こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
衷
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
思
う
の
で
す
が
、
道
前
会

は
人
材
の
宝
庫
で
あ
り
、そ
こ
に
限
り
な
く
多

様
な
職
業
体
験
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後

に
お
い
て
は
、文
科
省
の
お
墨
付
き
を
励
み
に

勉
学
、
進
学
支
援
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
蓄
積
を

生
か
し
て「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」と
い
う
問
題
意

識
を
加
え
、さ
ら
に
母
校
の
支
援
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、皆
様
に
は
引
き
続

き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
、ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

第36代校長
佐伯  幸治

（80回）

　

全
国
の
道
前
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、ま
す
ま
す
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
皆
様
に

は
、平
素
か
ら
母
校
の
教
育
活
動
に
格
別
の
御

理
解
と
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
、衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
非
才
浅
学
の
私
で
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
無
事
、
校

長
と
し
て
３
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平
成
31
年
度
、
令
和
元
年
度
の
始
ま
り
に

当
た
り
、学
校
の
様
子
な
ど
御
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）事
業
に
つ
い
て
で
す
。昨
年

度
３
月
13
日
に
一
年
目
の
研
究
成
果
報
告
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。会
の
後
で
行
わ
れ
た

運
営
指
導
委
員
会
で
は
、「
取
組
一
年
目
で
あ

る
が
、完
成
度
が
大
変
高
い
。教
職
員
、生
徒
の

相
当
な
覚
悟
を
感
じ
た
。学
校
全
体
で
努
力
し

た
成
果
で
あ
る
。」「
愛
媛
大
学
は
も
ち
ろ
ん
、

西
条
市
、
新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
、
愛
媛

県
総
合
科
学
博
物
館
等
と
の
連
携
が
着
実
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。各
種
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応

募
数
、
入
賞
者
も
増
加
し
て
お
り
、
順
調
な
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。」等
の
お
褒
め
の
言
葉
を
数

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ツ
ア
ー
で
は
、関
東
研
修
に
御
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
東
京
大
学
の
山
路
永
司
先
生
、
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ｓ
の
原
田
広
史
先
生
、
松
本
明
善
先
生
、
東

海
大
学
の
十
亀
昭
人
先
生
、大
学
院
生
の
白
石

誠
さ
ん
、
大
学
生
の
山
内
皓
貴
さ
ん
、
真
木
沙

弥
香
さ
ん
、
関
西
研
修
、
九
州
研
修
の
交
流
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
大
学
生
の
森
本
航

太
さ
ん
、
今
井
夢
花
さ
ん
、
山
之
内
美
彩
さ
ん

ら
多
く
の
道
前
会
の
方
々
の
お
陰
で
、大
変
充

実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、イ
ギ
リ
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で

は
、
新
た
に
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
い
た
西
条

高
校
教
育
活
性
化
支
援
会
の
旅
費
支
援
を
受

け
、
18
名
の
生
徒
が
、
充
実
し
た
研
修
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。支
援
会
の
村
上
俊
行

会
長
様
、
真
鍋
和
年
道
前
会
長
様
、
山
名
正
英

様
、眞
鍋
敏
朗
様
、栗
田
肇
様
を
は
じ
め
、御
奉

仕
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
方
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
の
成
果
も
あ
っ
て
、
昨

年
度
は
、
大
阪
大
学
、
愛
媛
大
学
医
学
部
医
学

科
、東
京
芸
術
大
学
な
ど
難
関
の
大
学
に
合
格

者
を
出
す
こ
と
が
で
き
、卒
業
生
と
指
導
し
た

本
校
教
職
員
の
頑
張
り
に
拍
手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。特
に
、東
京
芸
術
大
学
に
は
、２

名
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
、西
条
高
校

の
教
育
に
お
け
る
懐
の
深
さ
を
全
国
に
示
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。旧

帝
大
の
医
学
部
、
東
大
、
京
大
の
合
格
に
つ
い

て
は
、
来
年
、
再
来
年
の
お
た
の
し
み
と
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

部
活
動
に
お
い
て
も
、弓
道
部
女
子
が
国
体

で
３
年
連
続
優
勝
し
、合
唱
部
も
全
国
大
会
に

出
場
す
る
な
ど
、ま
す
ま
す
活
性
化
し
て
い
ま

す
。新
し
い
制
服
の
検
討
も
本
格
的
に
取
り
組

み
始
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
支

援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
路
状
況

平
成
31
年
４
月
８
日
現
在

平
成
30
年
度（
Ｈ
31
・
３
）卒
業
生

進路状況（進学者）
区分 大　　学

準大学
短　大 専門学校 家事

手伝等 就職 計年
度

　   科
　　　　別

性
 　別 国立大 公立大 国公立大  計 私立大 計 国公立 私 立 計 内  予備校

平
成
30
年
度
卒
業
生

普　通　科 男 19 5 24 49 73 0 0 2 2 6 2 2 4 87 
女 15 7 22 56 78 0 3 7 10 14 0 2 2 106 

国際文理科
（国際）

男 0 0 0 2 2 0 0 0 0 1 1 0 0 3 
女 7 2 9 3 12 0 0 0 0 0 0 0 0 12 

国際文理科
（理数）

男 8 0 8 0 8 0 0 0 0 2 2 0 0 10 
女 8 3 11 0 11 0 0 0 0 2 0 1 0 14 

商　業　科 男 0 0 0 7 7 0 0 0 0 0 0 0 2 9 
女 1 1 2 8 10 0 0 1 1 10 0 0 8 29 

合　　計 58 18 76 125 201 0 3 10 13 35 5 5 16 270 

既
卒
生

普　通　科 男 1 0 1 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 
女 1 0 1 3 4 0 0 1 1 1 0 0 0 6 

理　数　科 男 2 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
合　　計 4 0 4 6 10 0 0 1 1 1 0 0 0 12 

総　　計 62 18 80 131 211 0 3 11 14 36 5 5 16 282 
合格者数（延数）

区分 大　　学
準大学

短　大 専門学校 家事
手伝等 就職 計年

度
　   科
　　　　別

性
 　別 国立大 公立大 国公立大  計 私立大 計 国公立 私 立 計 内  予備校

平
成
30
年
度
卒
業
生

普　通　科 男 19 5 24 131 155 0 0 2 2 7 2 2 5 171 
女 15 7 22 108 130 0 4 13 17 20 0 2 3 172 

国際文理科
（国際）

男 1 0 1 3 4 0 0 0 0 1 1 0 0 5 
女 7 3 10 14 24 0 0 0 0 0 0 0 0 24 

国際文理科
（理数）

男 9 0 9 5 14 0 0 0 0 2 2 0 0 16 
女 9 5 14 17 31 0 0 0 0 3 0 1 0 35 

商　業　科 男 0 0 0 7 7 0 0 0 0 0 0 0 2 9 
女 1 1 2 9 11 0 0 5 5 10 0 0 9 35 

合　　計 61 21 82 294 376 0 4 20 24 43 5 5 19 467 

既
卒
生

普　通　科 男 1 0 1 12 13 0 0 0 0 0 0 0 0 13 
女 1 0 1 6 7 0 0 2 2 1 0 0 0 10 

理　数　科 男 2 0 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 
合　　計 4 0 4 19 23 0 0 2 2 1 0 0 0 26 

総　　計 65 21 86 313 399 0 4 22 26 44 5 5 19 493 

受
賞
の
弁

道前会会長
真鍋  和年

（66回）



＜ 3 ＞　令和元年５月 27 日	 道　前　会　報	 第 27 号

　

新
た
に
二
百
八
十
名
の
新
入
生
を
迎
え

て
、
平
成
三
十
一
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
よ
り
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）の
指
定
を
受
け
て
二

年
目
、
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
の
主

体
的
学
習
意
欲
の
向
上
と
科
学
的
素
養
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
春
の
進
学
状
況
で
す
が
、
国
公

立
大
学
の
合
格
延
べ
数
は
八
十
六
名（
既
卒

生
四
名
を
含
む
。）で
し
た
。
三
年
学
年
団
を

中
心
に
、
粘
り
強
く
生
徒
の
進
路
実
現
に
努

め
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
内

容
に
お
い
て
は
、
大
阪
大
学（
一
名
）、
愛
媛

大
学
医
学
科（
一
名
）、
東
京
藝
術
大
学（
二

名
）な
ど
の
難
関
大
学
に
合
格
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
岡
山
大
学（
三
名
）、
広
島
大

学（
二
名
）、
愛
媛
大
学（
二
十
名
）合
格
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
公
立
大
学
合
格
者
数

の
う
ち
推
薦
・
A
O
入
試
で
合
格
し
た
生
徒

は
四
十
七
名（
セ
ン
タ
ー
利
用
な
し
三
十
一

名
、
セ
ン
タ
ー
利
用
あ
り
十
六
名
）で
、
全

体
の
約
半
数
を
占
め
ま
す
。
私
立
大
学
に
お

い
て
は
、
明
治
大
学
、
立
教
大
学（
二
）、
中

央
大
学（
二
）、
関
西
大
学（
二
）、
関
西
学
院

大
学（
八
）、
同
志
社
大
学（
二
）、
立
命
館
大

学（
五
）、
松
山
大
学（
五
十
五
）な
ど
合
計

三
百
十
三
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
商
業
科
に

お
い
て
も
、
国
公
立
大
学
二
名
合
格
を
は
じ

め
、
私
立
大
学
十
六
名
、
私
立
短
大
五
名
、

専
門
学
校
十
名
合
格
、
う
ち
二
十
八
名
が
進

学
し
ま
し
た
。
就
職
で
は
、
全
体
で
十
六
名

が
就
職
し
、
事
務
職
六
名
と
健
闘
し
ま
し
た
。

公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
、
愛
媛
県
事
務
職

に
一
名
、
愛
媛
県
警
察
官
に
三
名
、
西
条
市

役
所（
事
務
）に
二
名
、
西
条
市
役
所（
消
防
）

に
一
名
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で

は
、
志
願
者
数
五
十
七
万
六
千
八
百
三
十
人

（
昨
年
比
一
・
八
％
減
）、
受
験
者
数
は
五
十

四
万
六
千
百
九
十
八
人（
昨
年
比
一
・
四
％

減
）と
い
ず
れ
も
昨
年
に
比
べ
減
少
し
ま
し

た
が
、
国
公
立
百
六
十
七
大
学
の
一
般
選
抜

で
は
募
集
人
員
十
万
四
百
二
十
六
人
に
対
し

て
、
四
十
六
万
九
千
八
百
三
十
六
名
が
志
願

し
、
平
均
四
・
七
倍（
前
期
三
・
二
倍
、
中
期

十
三
・
七
倍
、
後
期
十
倍
）と
昨
年
度
を
上
回

る
な
ど
、
国
公
立
大
学
進
学
希
望
者
が
全
国

的
に
も
多
い
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、
難
関

大
学
や
医
学
科
に
お
い
て
も
後
期
日
程
の
廃

止
・
縮
小
が
続
き
、
推
薦
・
A
O
入
試
で
よ
り

意
欲
の
高
い
学
生
を
確
保
す
る
傾
向
が
一
層

強
ま
っ
て
お
り
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
な

ど
で
も
推
薦
入
試
や
特
色
入
試
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
従
来
と
比
べ
入
試
日
程
が
早
ま

る
と
同
時
に
制
度
が
多
様
化
し
て
お
り
、
一

人
一
人
の
個
性
を
見
極
め
、
早
め
に
個
々
の

実
態
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
生
徒
の
希
望
進
路
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
」
に
始
ま
っ
た
『
セ
ン
タ
ー
試
験
』

に
変
わ
る
『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
が
、

高
二
生
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、「
令

和
」
の
元
号
だ
け
で
な
く
大
学
入
試
も
変
革

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
重
視
し
た
入
試
改
革
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
本
校
で
も
地
域
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
拠
点
校
と
し
て
、
課
題
の
発
見
・

解
決
に
向
け
た
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
に

重
点
を
置
い
た
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の
一
環
と

し
て
、
新
二
年
生
全
生
徒
を
対
象
と
し
た
課

題
研
究
も
始
ま
り
ま
す
。
基
礎
学
力
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
深
い
思
考
力
を
身
に

付
け
た
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
よ

り
年
間
十
回
、
一
年
生
全
員
を
対
象
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

新
二
年
生
も
継
続
し
て
取
り
組
み
、
実
用
英

語
英
検
等
外
部
資
格
検
定
試
験
取
得
に
も
力

を
入
れ
る
こ
と
で
、
国
際
的
な
人
材
育
成
に

も
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
母
校
の

進
路
指
導
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
後
輩
た

ち
へ
の
温
か
い
御
指
導
・
御
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

進
路
課
長　

榊
田  

孝
寛

【
体
育
部
等
】

◎
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

・
弓
道
部　
　
　

女
子
団
体
ベ
ス
ト
16	

６
名

・
少
林
寺
拳
法　

女
子
組
演
武	

２
名

◎
国
民
体
育
大
会

・
弓
道
部

　

愛
媛
県
少
年
女
子
選
抜

　
　

近
的
（
優
勝
）	

１
名　

３
年
連
続　
　

　

少
年
女
子

　
　

遠
的
（
優
勝
）	

１
名　

監
督
本
校
教
諭

◎
全
国
選
抜
大
会

・
弓
道
部　

女
子
個
人	

２
名

【
文
化
部
等
】

◎
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

・
美
術
部　

美
術
工
芸
部
門　
　

２
名

・
合
唱
部　

合
唱
部
門　
　
　
　

35
名

・
書
道
部　

書
道
部
門　
　
　
　

１
名

・
地
学
部　

愛
媛
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
　
　
　
　

自
然
科
学
部
門　
　

優
秀

　
　
　
　
　
平
成
31
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

◎
全
国
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園

　
（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
）

・
書
道
部	

８
名

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　

高
等
学
校
の
部		

優
良
賞

・
合
唱
部　

	

35
名

◎
滝
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

	

１
名

◎W
E  LO

VE  
ト
ン
ボ  

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

	
文
部
科
学
大
臣
賞　

１
名

◎
全
国
高
等
学
校
観
光
選
手
権
大
会

・
地
域
・
歴
史
研
究
部	
審
査
委
員
長
特
別
賞		

７
名

◎
全
国
高
等
学
校
簿
記
コ
ン
ク
ー
ル

・
簿
記
部	

５
名

◎
全
国
珠
算
・
電
卓
競
技
会

・
事
務
機
械
部	
３
名

◎
全
国
「
商
い
」
甲
子
園

・
商
業
研
究
部（
高
知
県
知
事
賞		

準
優
勝
）	

９
名

【
定
時
制
】

◎
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

・
卓
球
部	

個
人　
　
　

１
名

・
陸
上
競
技
部	

走
幅
跳　
　

１
名

　

平
成
30
年
度
の
部
活
動
加
入
率
は
全
校

生
徒
の
91
・
４
％
で
、多
く
の
生
徒
が
学
業

だ
け
で
な
く
部
活
動
に
も
励
み
、有
意
義
な

高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
は
下
記
の
と
お
り
多
く
の

部
が
出
場
し
ま
し
た
。な
か
で
も
第
73
回
国

民
体
育
大
会（
福
井
国
体
）で
は
、本
校
か
ら

参
加
し
た
弓
道
部
女
子
１
名
と
監
督
の
立

井
万
喜
教
諭
が
、弓
道
競
技
少
年
女
子
近
的

で
本
県
の
３
連
覇
と
な
る
優
勝（
遠
的
も
優

勝
）を
も
た
ら
す
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

運
動
部
で
は
、県
高
校
総
体
に
２
０
１
名

が
参
加
し
ま
し
た
。主
な
結
果
は
、
弓
道
部

が
女
子
団
体
優
勝
、
少
林
寺
拳
法（
社
会
体

育
）が
女
子
組
演
武
優
勝
、
共
に
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
進
出
し
ま
し
た
。四
国
高
校
総
体
に

お
い
て
は
、
弓
道
部
が
女
子
団
体
ベ
ス
ト

８
、少
林
寺
拳
法（
社
会
体
育
）が
女
子
組
演

武
２
位
、水
泳（
社
会
体
育
）が
女
子
８
０
０

ｍ
自
由
形
７
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。全
国
高

校
総
体
で
は
、弓
道
部
が
女
子
団
体
ベ
ス
ト

16
の
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。全
国
選
抜
大

会
に
は
弓
道
部
女
子
２
名
が
出
場
し
ま
し

た
。国
民
体
育
大
会
は
前
述
の
通
り
で
、
愛

媛
県
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
本
校
生

徒
が
近
的
３
連
覇
に
貢
献
し
、ま
た
遠
的
で

も
優
勝
し
ま
し
た
。野
球
部
は
、
夏
の
選
手

権
大
会
で
は
３
回
戦
で
松
山
商
業
高
校
と

対
戦
し
、
惜
し
く
も
敗
れ
、
秋
季
県
大
会
で

は
準
々
決
勝
で
帝
京
第
五
高
校
に
敗
れ
ま

し
た
。

　

文
化
部
で
は
、県
高
文
祭
に
１
２
１
名
が

参
加
し
、合
唱
部
、美
術
部
、地
学
部
が
平
成

31
年
度
全
国
高
文
祭
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。特
に
、
地
学
部
は
自
然
科
学
部

門
で
優
秀
の
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。今
年
の

全
国
高
文
祭
に
は
、合
唱
部
、美
術
部
、書
道

部
が
出
場
し
ま
し
た
。合
唱
部
で
は
、
全
国

学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。個
人

で
も
滝
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
男
子
１
名
が
出
場
し
ま

し
た
。コ
ン
ク
ー
ル
以
外
で
も
県
総
体
開
会

式
国
歌
独
唱
の
大
任
を
任
さ
れ
ま
し
た
。書

道
部
は
、４
年
連
続
で
全
国
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
甲
子
園
に
出
場
し
ま
し
た
。地
域
・

歴
史
研
究
部
は
、全
国
高
等
学
校
観
光
選
手

権
で
審
査
委
員
長
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。商
業
科
の
活
動
で
は
、
事
務
機
械
部
が

全
国
珠
算
・
電
卓
競
技
会
に
出
場
、簿
記
部

が
全
国
高
校
簿
記
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
、

商
業
研
究
部
が
全
国「
商
い
」甲
子
園
で
準

優
勝
と
な
る
高
知
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。部
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
年

生
女
子
がW

E		LO
VE		

ト
ン
ボ
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
多
く
の
部

活
動
・
個
人
が
全
国
大
会
等
で
活
躍
す
る
一

年
に
な
り
、よ
り
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、昨
年
度
も
全
国
大
会
に
出
場
す
る

に
当
た
り
、道
前
会
よ
り
そ
の
都
度
御
芳
志

を
賜
り
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。ま
た
、
道
前
会
に
も
協
賛
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
恒
例
の
芸
術
文
化
発
表
会

も
、例
年
同
様
８
月
13
日
に
西
条
市
総
合
文

化
会
館
で
美
術
部
・
書
道
部
・
マ
ル
チ
ア
ー

ト
部
が
展
示
発
表
、ダ
ン
ス
部
・
日
本
音
楽

部
・
合
唱
部
・
吹
奏
楽
部
が
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
し
ま
し
た
。多
く
の
方
々
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、感
動
の
う
ち
に
22
回
目
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。部
員
た
ち
は
こ
の
発

表
会
を
励
み
に
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま

す
。次
回
も
８
月
13
日（
火
）に
実
施
す
る
予

定
で
す
。御
観
覧
い
た
だ
き
、
励
ま
し
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）事

業
の
取
組
も
平
成
31
年
度
に
は
本
格
的
な

活
動
に
な
り
ま
す
。生
徒
た
ち
は
部
活
動
と

と
も
に
課
題
研
究
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。校
訓
の
文
武

両
道
を
目
指
し
、ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
な
一
年
に

な
り
ま
す
が
、充
実
し
た
高
校
生
活
に
な
る

よ
う
に
取
り
組
ま
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。道
前
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、今
後
と
も
暖
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
者

部
活
動
状
況
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西
条
市
は
、
少
子
高
齢

化
に
伴
い
労
働
力
減
少
や

都
会
志
向
に
よ
る
人
口
流

出
な
ど
多
く
の
問
題
点
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

本
校
商
業
科
で
は
、
西
条

市
や
地
域
産
業
の
各
団
体

と
連
携
し
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
標
に
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、３
年
生
の「
課

題
研
究
」
の
授
業
を
通
し

て
、
各
班
に
分
か
れ
地
域

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

一
． 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
よ
る
地
域
交
流
の
推

進
と
伝
統
あ
る「
石
鎚
黒
茶
」の
継
承

　

昨
年
、「
う
ち
ぬ
き　

う
ぉ
～
た
ん
」

を
本
格
的
な
着
ぐ
る
み
と
し
て
完
成
さ

せ
、
市
内
の
保
育
園
や
高
齢
者
施
設
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
歌
や
踊
り

で
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
幻
に
な
り
つ
つ
あ
る

日
本
四
大
発
酵
茶
の
一
つ
「
石
鎚
黒
茶
」

を
継
承
す
る
た
め
、
市
内
・
県
内
・
県

外
等
で
の
様
々
な
情
報
発
信
や
広
報
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
農
業
支
援
団
体
と
の
関
係
を
密
に

し
、
収
穫
の
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に

試
飲
を
行
い
、「
石
鎚
黒
茶
」
の
Ｐ
Ｒ
や

自
分
達
で
考
案
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
の

販
売
促
進
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
石
鎚
黒
茶
」
を
使
っ
た
マ
ド
レ
ー

ヌ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
を
試

作
す
る
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

二
．「
輝
安
Ｋ
Ｏ
Ｕ
房
活
動
中
」

　
　 

～
市
之
川
産
輝
安
鉱
の
新
し
い
価
値
の
創
造
～

　

か
つ
て
国
内
最
大
級
の
輝
安
鉱
鉱
山

で
あ
っ
た「
市
之
川
鉱
山
」。
市
之
川
で

採
掘
さ
れ
た
輝
安
鉱
は「
世
界
一
の
輝

き
」と
称
賛
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
二
年

の
閉
山
後
は
、
地
域
住
民
に
忘
れ
ら
れ

た
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
之
川
鉱
山
跡
や
輝
安
鉱
を
、
地
域
産

業
遺
産
と
し
て
確
立
す
る
活
動
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
輝
安
鉱
の
学
習
や
市
之

川
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、
地
域
資
源
を
再
確
認
し
、
本
校

生
徒
や
地
域
住
民
へ
の
認
知
度
を
高
め

る
た
め
の
新
し
い
手
段
と
し
て
、
輝
安

鉱
の
結
晶
を
使
っ
た「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ

く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
校
内
で

の
輝
安
鉱
の
認
知
度
は
、
八
割
を
超
え

る
成
果
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
分
大

学
主
催
の「
高
校
生
な
る
ほ
ど
ア
イ
デ
ィ

ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
」に
応
募
し
、

大
分
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
を
通
し

て
、
輝
安

鉱
の
さ
ら

な
る
魅
力

を
伝
え
る

活
動
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

三
． 

西
条
名
産
「
西
条
産
海
苔
」
と
「
絹

か
わ
な
す
」
を
探
る

　

地
域
農
産
物
で
あ
る
「
絹
か
わ
な
す
」

や
「
西
条
産
海
苔
（
ウ
ス
バ
ア
オ
ノ
リ
）」

の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
活
動
や
さ
ら

な
る
レ
シ
ピ
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
栽
培
農
家
へ
の
取
材
や
Ｊ
Ａ
西
条
、

愛
媛
県
地
域
政
策
課
等
の
協
力
を
得
て
、

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
方
法
に
つ

い
て
研
究
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値

を
確
立
す

る
た
め
の

一
助
と
な

る
取
り
組

み
を
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度
、

Ｊ
Ａ
西

条
主
催
の

「
と
き
め

き
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
し
、

米
粉
と
西
条
産
の
海
苔
を
使
っ
た
「
た

い
焼
き
」
を
出
品
し
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
農
産
物
と

し
て
の
良
さ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
発
信

す
る
活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
、
西
条
産
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

四
． 「
地
域
ポ
イ
ン
ト
」に
よ
る「
地
域
を

思
う
価
値
」の
流
通
の
実
証
実
験

　

地
域
ポ
イ
ン
ト
（
ウ
ォ
ー
タ
ン
）
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
可
能
性
を

検
証
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
支
援
団
体

に
協
力
い
た
だ
い
て
、
昨
年
度
よ
り
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
ポ
イ
ン
ト
と

は
、
市
や
保
育
園
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
た

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
提
携
し
て
い
る
商

店
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。
こ
の
活
動
は
、
新
し
い

流
通
の
仕
組
み
と
し
て
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年

度
の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
多

く
の
取
引
先
へ
の
協
力
依
頼
を
し
、
商

店
街
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

商
業
科
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
活
動
を

通
し
て
、
地
元
愛
・
郷
土
愛
を
醸
成
し
、

「
感
動
体
験
」や「
感
動
す
る
心
」な
ど
の

人
間
力
を
高
め
、
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。今
年
度
、

商
業
科
が
企
画
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
東
予
東
部
圏
域
振
興
イ
ベ
ン
ト

「
え
ひ
め
さ
ん
さ
ん
物
語
」の
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
お
堀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト	

～
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ル
ー
ン
で
お
堀
を
散

歩
～
」を
計
画
し
て
い
ま
す
。西
条
高
校

の
お
堀
に
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者

が
集
う
こ
と
で
し
ょ
う
。西
条
高
校
の
魅

力
を
発
信
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
、
西

条
高
校
の
定
時
制
教
育

は
七
十
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
記
念
し
、
本
校
定

時
制
御
出
身
の
児
童
文

学
作
家
大
西
傳
一
郎
先

生
に
御
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。〝
探
究

無
限
〟
と
い
う
お
言
葉

は
、
生
徒
た
ち
の
心
に

響
き
、
逆
境
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
て
前
進
し
て

い
く
先
生
の
生
き
様
を

継
承
し
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、

新
学
校
行
事
「
凧
揚
げ

大
会
」
を
企
画
・
実
施

し
ま
し
た
。
地
元
手
す

き
和
紙
と
竹
ひ
ご
を
使

用
し
、
地
域
の
方
々
と

協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
徒
た
ち
は
社
会

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
達
成
感
・

有
用
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

大
会
に
は
、
道
前
会
会

長
、
教
育
振
興
会
会
長
、

そ
し
て
、
凧
製
作
に
関

わ
っ
た
地
域
の
方
々
が

多
く
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
定
時
制
に
は
、

小
中
学
校
時
代
に
不
登

校
を
経
験
し
た
生
徒
も

多
く
い
ま
す
が
、
高
校

で
新
し
い
自
分
と
出
会

う
た
め
に
よ
く
努
力
し

て
い
ま
す
。
先
生
方
は
、

状
況
の
違
う
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
う
教

育
を
心
掛
け
て
お
り
、

例
え
ば
、
今
年
度
、
日

本
語
を
母
語
と
し
な
い

外
国
籍
の
生
徒
の
た
め

に
、
新
・
学
校
設
定
教

科
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
来
年

度
以
降
も
、
外
国
籍
の

生
徒
が
増
え
て
い
く
見

込
み
で
す
。

　

全
日
制
で
は
な
い
、

も
う
ひ
と
つ
の
西
条
高

校
の
生
徒
た
ち（
全
校
生

徒
四
十
三
名
）も
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。ど
う
か
、

彼
ら
の
活
動
に
も
注
目

し
、
温
か
く
見
守
っ
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

	

平
成
三
十
一
年
二
月

『講演会』　大西傳一郎先生

『凧揚げ大会』道前会会長開始宣言『凧揚げ大会』教育振興会会長挨拶『凧揚げ大会』優勝凧

『運動会』対全日制教員

定
時
制
創
立
70
周
年

商業科が今熱い!!
Love in Saijo Project

～地域を創る人間力を持った人材の育成～

五百亀記念館にて
アクセサリー作り体験の実施

西条産海苔の生産者の方へ
「黒ばら海苔」の生産工程を取材
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◎�会報の発行（第27号は2019年６月１日発行予定）
◎�道前塾・移動道前塾の開催
　（開催日時・講師は未定）
◎�支部活動への助成
◎�同期会開催等への支援・協力
　（資料作成・卒業50年目の卒業式への案内等）
◎�卒業生へ記念品の贈呈
　（卒業証書ファイル・道前賞）

平成31（令和元）年度事業計画書
◎�新入生へ絵葉書の贈呈
◎�生徒の全国大会出場へのお祝い
　（高体連・高野連・高文連主催）
◎�文化祭における在校生への啓発活動
　（道前会コーナーの開設）
◎�文化部発表会の助成

平成30年
４月 ９日（月）平成30年度入学式
４月 ９日（月）平成29年度会計監査
４月 25日（水）評議員会
５月 27日（日）東京道前会総会
６月 ３日（日）東海道前会総会
６月 16日（土）岡山道前会総会
６月 20日（水）理事会
６月 30日（土）近畿道前会総会
７月 18日（水）理事会
８月 13日（月）芸術文化発表会
９月 ５日（水）運動会
９月 12日（水）理事会
９月 26日（水）文化祭準備（午後）
９月 27日（木）文化祭
９月 27日（木）第４回道前塾（佐竹��恭介先生）
10月 ４日（木）第５回道前塾（中西��純子先生）
10月 10日（水）理事会
10月 21日（日）広島道前会総会
10月 25日（木）第６回道前塾（寺尾��浩司先生）
10月 27日（土）松山道前会総会
11月 21日（水）理事会
12月 19日（水）理事会

平成31年
１月 18日（金）文部科学大臣表彰式（キャリア教育優秀表彰）
１月 24日（木）理事・評議員会（新年会）
２月 20日（水）理事会　
２月 22日（金）市役所道前会総会　
２月 28日（木）卒業式予行・道前会入会式
３月 １日（金）平成30年度卒業式（第119回）
３月 22日（金）理事会
３月 29日（金）第７回道前塾（青野��正明先生）

平成31（令和元）年度一般会計収支予算書 
���平成31年４月１日～令和２年３月31日　　単位　円

収　入
科　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

前期繰越金 2,372,211 2,083,302 288,909
会 費 3,800,000 4,000,000 △	200,000 2019年度分
入 会 金 2,757,900 2,747,700 10,200 全日制＠3,300×830人　定時制７名
手 数 料 23,500 13,500 10,000 名簿等
広 告 料 360,000 240,000 120,000 会報広告料　@30,000×12
雑 収 入 50,389 50,498 △	109 預金利息、寄附金等

合　計 9,364,000 9,135,000 229,000

支　出
科　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

総 務 費 600,000 700,000 △	100,000 振込手数料（200,000）支部総会祝金（90,000）	他
需 用 費 100,000 150,000 △	50,000 電気代、複写機使用料、プリンターインク
通 信 費 150,000 200,000 △	50,000 電話料、郵送料
旅 費 250,000 300,000 △	50,000 支部総会出席２名
人 件 費 1,700,000 1,700,000 0 給料、賃金
事 業 費 3,800,000 3,800,000 0 会報発行（2,600,000）　支部補助（450,000）

全国大会等補助（200,000）
卒業記念品代（350,000）　卒業50年案内　他

会 議 費 100,000 150,000 △	50,000 評議員会、理事会
総 会 費 300,000 0 300,000
予 備 費 2,364,000 2,135,000 229,000

合　計 9,364,000 9,135,000 229,000

監査報告書
適正な会計処理・報告がなされていると認めます。
平成31年４月11日
　　　　　　　　　会計監査

　　　　　　　　　会計監査

　　　　　　　　　会計監査

平成30年度 年間行事

平成30年度一般会計決算報告書
平成30年４月１日～平成31年３月31日　　単位��円

収　入
科　目 予算額 収入額 増　減 摘　要

前期繰越金 2,083,302 2,083,302 0
会　　　費 4,000,000 3,464,000 △	536,000 平成30年度分1,732	件	
入　会　金 2,747,700 2,717,000 △	30,700 全日制	820名　定時制	11名			
手　数　料 13,500 0 △	13,500
広　告　料 240,000 360,000 120,000 会報12件
雑　収　入 50,498 100,022 49,524 西条市役所道前会、	武智晴子理事、利息等

合　計 9,135,000 8,724,324 △	410,676

支　出
科　目 予算額 支出額 増　減 摘　要

総 	 務 	 費 700,000 478,448 221,552 振込手数料（199,882）	 伊予銀行残高証明（432）
支部総会祝金（90,000）	他

需 	 用 	 費 150,000 89,964 60,036 プリンターインク（32,074）			電気代（37,526）	他
通 	 信 	 費 200,000 138,083 61,917 電話･インターネット（95,978）	郵送料（42,105）
旅 　 　 費 300,000 286,960 13,040 支部総会出席
人 	 件 	 費 1,700,000 1,545,000 155,000 給料（840,000）　賃金（705,000）
事 	 業 	 費 3,800,000 3,737,426 62,574 会報（2,672,624）			支部補助（452,452）

全国補助（160,000）			卒業記念品（334,790）
卒業50年案内（28,632）	他

会 	 議 	 費 150,000 76,232 73,768 評議員会（52,892）			理事会（23,340）
総 	 会 	 費 0 0 0
予 	 備 	 費 2,135,000 2,135,000

合　計 9,135,000 6,352,113 2,782,887
収支差引額　収入額	8,724,324	－	支出額	6,352,113	＝	繰越額	2,372,211

平成30年度積立金会計決算報告書  
平成30年４月１日～平成31年３月31日

前期繰越額 4,000,000 （任意積立金　4,000,000）
当期積立額 0
当期取崩額 0
次期繰越額 4,000,000

平成30年度全国大会出場祝基金会計決算報告書
平成30年４月１日～平成31年３月31日

前期繰越額 1,155,851
当期積立額 0
当期取崩額 140,432
受 取 利 息 10
次期繰越額 1,015,429

平成30年度末財産目録
平成31年３月31日　　単位��円

預　　金
東予信用金庫普通預金 5,912,964
愛媛銀行普通預金 1,015,429
㈱ゆうちょ銀行振替口座 456,201
伊予銀行普通預金 3,046

　　　　　　　資産合計	 7,387,640 内
任意積立金　　　		 4,000,000
全国大会出場基金 1,015,429
一般会計繰越金　 2,372,211


